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小児看護学

試験開始の合図があるまでに、次の注意事項をよく読んでください。
１．試験開始の合図があるまで、問題冊子を開かないでください。
２．解答用紙は、マーク用解答用紙と記述用解答用紙が両面に印刷されています。
　　マーク式の問題はマーク用解答用紙に以下の例のようにマークしてください。
　　（例）

解答
1 ① ② ● ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩
2 ① ② ③ ● ● ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩

　　　　※各問題に解答の数を示しています。それ以外の答えの数をマークしても正解にはなりません。
３． 机の上には、受験票・鉛筆・シャープペンシル・消しゴム・鉛筆削り（電動式は除く）・時計（時計機
能だけのもの）・眼鏡以外のものは置かないでください。

４． 問題・解答用紙の両方に必ず受験番号・氏名を記入してください。また、受験番号をマークしてくだ
さい。提出の前には記入漏れがないか再度確認してください。

５．問題は全問解答必須です。
６． 試験中に問題冊子の印刷不鮮明・ページの落丁・乱丁に気付いた場合、また問題の内容について質問
などのある場合には、手を挙げて監督者に知らせてください。

７．問題冊子の余白等は適宜利用して構いません。
８．配布された問題・解答用紙は試験終了後回収しますので、持ち帰らないでください。
◇携帯電話は、電源を切ったうえで鞄の中にしまってください。
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［問題１］　エリクソンによる学童期の発達課題はどれか。1つ選べ。

１．自主性

２．自律性

３．勤勉性

４．親密性

［問題２］　令和 5年（2023年）における我が国の 0歳の死因の 1位はどれか。1つ選べ。

１．心疾患

２．悪性新生物

３．不慮の事故

４．先天奇形、変形及び染色体異常

［問題３］　子どもの運動機能の発達について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．身体の頭部から脚部の方向に進む

２．全身的な動きから細かな動きへ進む

３．新生児期は環境より遺伝の影響を受ける

４．反射運動は乳児期から幼児期にかけて活発になる

［問題４］　ピアジェの認知発達理論において形式的操作期の段階はどれか。1つ選べ。

１．0～ 2歳

２．2～ 7歳

３．7～ 11歳

４．11歳以上

［問題５］　学童期の身体発育で正しいのはどれか。1つ選べ。

１．カウプ指数 15は正常範囲である

２．ローレル指数は幼児期に用いられる

３．骨端線の閉鎖が早いほど最終身長は高くなる

４．肥満度-20％以上 20％未満を標準体重とする
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［問題６］　幼児が 1日に必要とする体重 1 kg当たりの水分量はどれか。1つ選べ。

１．40 mL

２．60 mL

３．100 mL

４．150 mL

［問題７］　乳児の体内水分（体重に対する割合）について正しいのはどれか。1つ選べ。

１．50％

２．60％

３．70％

４．80％

［問題８］　離乳中期の調理形態で適切なのはどれか。1つ選べ。

１．舌でつぶせるかたさ

２．歯ぐきでかめるかたさ

３．歯ぐきでつぶせるかたさ

４．なめらかにすりつぶした状態

［問題９］　乳児期の脂質エネルギー比率（％エネルギー）の目安量はどれか。1つ選べ。

１．10～ 20

２．20～ 30

３．30～ 40

４．40～ 50

［問題10］　3歳児の排泄行動の発達で適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．夜尿をすることがある

２．排便後の後始末はまだ難しい

３．トイレに行くまで排尿を我慢できる

４．日中の排尿の失敗をすることがなくなる
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［問題11］　麻疹罹患後の学童の登校開始可能時期はどれか。1つ選べ。

１．発疹消失

２．解熱後 3日を経過

３．後頸部リンパ節の腫脹消失後

４．発症後 5日を経過し、かつ解熱後 2日を経過

［問題12］　手術を受ける子どもへのプレパレーションで正しいのはどれか。1つ選べ。

１．手術を受けるように説得する

２．医療者に協力するように促す

３．両親はプレパレーションに参加しない

４．経験する感覚や医療内容の説明や情報を子どもに伝える

［問題13］　「学校保健安全法施行規則」において第二種に分類されているものはどれか。1つ選べ。

１．百日咳

２．急性灰白髄炎

３．流行性角結膜炎

４．腸管出血性大腸菌感染症

［問題14］　頭部の発育と計測について正しいのはどれか。1つ選べ。

１．頭囲の測定は通常乳児期まで実施される

２．頭囲は体重や身長と同じく個人差がみられる

３．大泉門は頭蓋骨の発育や脱水、水頭症などの指標になる

４．頭囲の発育は乳児期が最も目覚ましく 1か月に約 1.5 cm増加する

［問題15］　ワクチンの説明について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．ロタウイルスワクチンは不活化ワクチンである

２．肺炎球菌ワクチンは生後 2～ 60か月までに 4回行う

３．5種混合ワクチン（DPT-IPV-Hib）は生後 2～ 90か月までに 4回行う

４．生ワクチンの接種後 24時間以内に発熱などがおきることはきわめてまれだ
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［問題16］　学校保健について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．学校保健法は 1948年に制定された

２．2009年に学校保健法は学校保健安全法に名称が変更された

３．学校保健とは「学校における健康教育および保健管理をいう」

４．健康診断の結果は実施後 21日以内に本人・保護者に通知する

［問題17］　子どもの遊びの社会的発達について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．3歳ごろまでは並行遊びが中心である

２．連合遊びや協同遊びは社会性の発達をあらわす

３．連合遊びではリーダーの存在や役割の分担がある

４．連合遊びでは他の子どもと一緒に同じ遊びを展開しおもちゃの貸し借りを行う

［問題18］　生後 2か月ごろのダウン症候群の乳児の特徴で適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．体重増加不良

２．筋緊張が強く抱っこしにくい

３．舌が大きく吸啜が困難である

４．心疾患・消化器官の先天的合併症の頻度が高い

［問題19］　愛着理論の説明で適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．定位行動

２．接近行動

３．反射行動

４．信号行動

［問題20］　象徴遊びの説明で正しいのはどれか。1つ選べ。

１．3歳ごろから始まる

２．物をなにかにみたてて遊ぶ

３．幼児期後期に最も盛んになる

４．積み木やレゴでおうちをつくる



助産別科Ⅱ期　1207　小児（6／15）

［問題21］　歯の形成について正しいのはどれか。1つ選べ。

１．乳歯は 2歳半～ 3歳半ごろに生えそろう

２．永久歯は 6～ 7歳ごろ中切歯から萌出する

３．永久歯は 11～ 13歳で第三大臼歯がはえる

４．永久歯は乳児期に形成を開始し幼児期に石灰化する

［問題22］　乳児期の運動発達について正しいのはどれか。1つ選べ。

１．つかまり立ちができるのは生後 9か月ごろである

２．完全に指先でつまめるのは生後 12か月ごろである

３．両手をつかずお座りができるのは 7か月ごろである

４．仰臥位から腹臥位への寝返りは 3～ 4か月ごろである

［問題23］　熱性けいれんについて正しいのはどれか。1つ選べ。

１．脱水、電解質異常が一因である

２．発熱が何日も続くときに出現する

３．3歳以降の幼児期に生じることが多い

４．硬直性痙攣で痙攣後に運動麻痺が生じることはない

［問題24］　溶結連鎖球菌感染症について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．グラム陰性好気性連鎖球菌

２．皮膚病変には丹毒や蜂窩織炎がある

３．症状が消失しても抗生剤を中止しない

４．合併症にはリュウマチ熱や糸球体腎炎がある

［問題25］　肥厚性幽門狭窄症について正しいのはどれか。1つ選べ。

１．胆汁性嘔吐が特徴である

２．男女比は 1：5で第 1子に多い

３．胃部の膨満と胃蠕動亢進がみられる

４．生後 3か月ごろ急に発症する噴水様嘔吐が特徴である
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［問題26］　ファロー四徴症について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．蹲踞の姿勢

２．無酸素発作

３．非チアノーゼ

４．心室中隔欠損症

［問題27］　熱中症対策について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．定期的な水分摂取を促す

２．水分に加え糖分も補給する

３．涼しい場所で適宜休憩を促す

４．大量の汗や顔面蒼白に注意する

［問題28］　子どもの骨折について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．手術よりギブス固定や牽引治療が多い

２．合併症のフォルクマン拘縮に注意する

３．骨端線損傷による成長障害に注意する

４．完全骨折には若木骨折・隆起骨折がある

［問題29］　特発性脊柱側弯症について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．女子の発症が多い

２．肋骨隆起を確認する

３．思春期側弯症が最も多い

４．姿勢がわるいなど生活習慣を指導する

［問題30］　臓器移植法による臓器提供について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．親族への優先提供が可能である

２．15歳未満児の提供は可能である

３．被虐待児の提供は心臓死下では可能である

４．15歳未満の子どもの意思表示は家族の承認が必要である
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［問題31］　思春期の栄養について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．脂肪エネルギー比率は 20～ 30％である

２．タンパク質の必要量は男児で 90 g /日、女児で 80 g /日である

３．エネルギー必要量は 12～ 14歳の男児で 2600 Kcal /日、女児で 2400 Kcalである

４．エネルギー必要量は 15～ 17歳の男児で 2800 Kcal /日、女児で 2300 Kcalである

［問題32］　思春期の特徴で適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．骨密度が上昇する

２．第二発育急進期といわれている

３．男子では、筋肉・骨が著しく増加する

４．精通は 12歳ごろまでに過半数が経験する

［問題33］　児童虐待および児童虐待防止法に関して適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．体罰禁止の法定化の必要性が指摘されている

２．家庭裁判所による一時保護の審査が導入された

３．被虐待児の児童養護施設入所は 7割以上に増加した

４．同居人による虐待の放置はネグレクトと定義されている

［問題34］　乳児の採尿パックによる採尿について適切でないのはどれか。1つ選べ。

１．昼寝の前に貼る

２．陰部のかぶれの有無を観察する

３．採尿パックに少量の空気を入れる

４．便で汚染しないように肛門側には折り込まない

［問題35］　小児用輸液セットについて正しいのはどれか。1つ選べ。

１．1 ml]15滴

２．1 ml]20滴

３．1 ml]30滴

４．1 ml]60滴
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［問題36］　乳幼児突然死症候群の生後の環境における危険因子とされるのはどれか。1つ選べ。

１．仰向け寝

２．一人っ子

３．母乳栄養

４．養育者の喫煙

［問題37］　児童の権利に関する条約（子どもの権利条約）について正しいのはどれか。1つ選べ。

１．日本は 1989年に批准された

２．国連総会で採択されてから 50年が経過した

３．12歳未満の子どもの権利について定められている

４．子どもの生命・生存・発達への権利、子どもの意見の尊重を一般原則としている

［問題38］　 Cちゃん（4歳、女児）、先天性水頭症で脳室腹腔〈V-P〉シャントが挿入され、定期受診によ

り経過観察中である。Cちゃんの看護で最も注意すべき症状はどれか。1つ選べ。

１．頭痛

２．聴力障害

３．体温低下

４．頭囲拡大

５．心拍数増加

［問題39］　乳歯が生えそろうのはどれか。1つ選べ。

１．0歳

２．1歳

３．3歳

４．5歳

［問題40］　健常な幼児への排泄のしつけで正しいのはどれか。1つ選べ。

１．退行現象が起こったら病院を受診する

２．おねしょをしないよう夜中に起こして 1回は排尿させる

３．遊びに集中していても定期的にトイレやおまるに座らせる

４．トイレットトレーニングの開始時期は 1歳半～ 3歳ごろである
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［問題41］　フォローアップミルクで正しいのはどれか。1つ選べ。

１．生後 5か月から与え始める

２．朝に与えることが望ましい

３．母乳や育児用ミルクの代替品である

４．離乳が順調な場合は与える必要はない

［問題42］　38.5℃の発熱を主訴として受診した。2か月児の家族への説明で適切なのはどれか。1つ選べ。

１．「解熱剤で熱を下げましょう」

２．「入院になる可能性が高いです」

３．「生後 2か月ごろの発熱の原因はウイルス感染です」

４．「お母さん由来の免疫があるので、気にしなくてよいです」
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次の文を読み［問題43］［問題44］［問題45］に答えなさい。

Bちゃん（4歳、女児）は、両親と 3人暮らしである。昨夜から食事の際にものを噛むと右耳を痛がる

様子がみられていた。本日、体温 38.5℃の発熱と頭痛にて病院を受診し、母親より朝は食事もとれなかっ

たと情報があった。耳の痛みは徐々に増しており、Bちゃんは「耳の下が痛い」と訴えている。また、2

週間ほど前に、通園中の幼稚園で同様の症状の子どもがいた。

［問題43］　 Bちゃんは流行性耳下腺炎と診断された。この疾患に関する家族への説明として正しいのはど

れか。1つ選べ。

１．「現在、感染力はありません」

２．「軟らかいものを食べさせましょう」

３．「耳の痛みは自然に治るまで待ちましょう」

４．「ウイルスの空気感染によって生じる疾患です」

［問題44］　Bちゃんに今後予測される症状はどれか。1つ選べ。

１．下痢

２．体幹の紅斑

３．顎下腺の腫脹

４．眼球結膜充血

５．Koplik〈コプリック〉斑

［問題45］　 病院を受診後、Bちゃんは自宅で療養を続けていたが、受診の 3日後に頭痛と吐き気を訴えて

母親と共に来院した。

　　　　　Bちゃんに疑われる合併症はどれか。1つ選べ。

１．肝炎

２．結膜炎

３．冠動脈瘤

４．無菌性髄膜炎
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［問題46］　ロタウイルス胃腸炎で入院加療となった乳児の看護について以下の①②の問いに答えよ。

①脱水の主な所見と程度を 5項目挙げて説明せよ

②主な看護を 2つ挙げて説明せよ

〔メモ〕

※こちらはメモ欄です。解答は記述用解答用紙に記入してください。
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